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○○○○株式会社 御中 

 

○○工場 工場内視察による所見 

                        

 株式会社ヨシザワ建築構造設計 

耐震診断チーム   

 

 

○月○日（○）に御社工場を、御案内頂きました。 

今回は、当建物が築 35 年経過している（昭和 48 年竣工）こともあり、経年劣

化等による耐久性や、耐震性の有無について、確認したいとのご依頼で建物内

を一通り拝見させていただきました。 

 

実際には、建物の図面をよく読み込み、調査をしないと、はっきりしたことは

申し上げられないのですが、当日は、その場に図面がなかったので、今回はひ

ととおり建物を拝見させて頂いた中で、弊社耐震チームとして、様々な建築診

断を行ってきた経験、実績から想定される範囲で、所見を以下に記させていた

だきました。 
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A. 所見 

 

 

1 . 

当建物は構造構成として、鉄骨鉄筋コンクリート構造（SRC 造）と鉄骨造（S

造）の融合のラーメン構造（ラーメン構造⋯柱と梁で骨組みを構成する建物で、

壁式構造ではない。）で、柱が鉄骨鉄筋コンクリート構造（SRC 造）で、床を支

える「梁」が S 造（鉄骨造）である。 

 

全体的には鉄骨造（S 造）であるが、工場として使い勝手をよくする為に、約

20ｍ「柱」の間隔をとばしている為、強度を増す為に柱のみを鉄骨鉄筋コンク

リート構造（SRC 造）にしている。 

 

簡単に言うと、約 20ｍの柱の間隔というのは、柱にとってかなりの負担になる

ので、鉄骨のみの構造では、「たわみ」が大きくなり、座屈現象（折れ曲がろう

とする力）が起こるので、それを強固にする為に、その鉄骨柱の周りに、鉄筋

とコンクリートを巻きつけたような柱構造となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

       20ｍスパン          鉄骨鉄筋コンクリート構造（SRC 造）の柱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けた方向の柱の配列 

写真が入ります 

写真が入ります 写真が入ります 
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2. 

床の構造としては、鉄筋コンクリートのスラブ構造となっており、現在の一

般的な鉄骨造の標準仕様になっている、「デッキプレート」（凸凹状に折れ曲が

った形での鋼板＊下図参照）の上に鉄筋を並べて、コンクリートを打設した構

造と違い、このデッキプレートが存在しなく、鉄筋とコンクリートのみの構造

（RC 造）となっている。 

 

現在の標準設計仕様では、なじまないのだが、当時の建物としては、よくある

ケースではあった、いずれにしても、旧耐震設計法によるものである。 

 

  

       見上げた床構成        鉄筋コンクリート造（RC 造）の床 

 

 

3. 

床の状況としては、製造部門のエリアでは、コンクリートの表面に肉厚のエ

ポキシ樹脂が塗装されているので、表面的にはひび割れは見られないが、2 階エ

レベーター前においては、床のコンクリートがかなり割れているのが散見でき

る。 

 

  

表面だけでなく、1 階から見上げた形での床下面までヒビが入っているので、

写真が入ります 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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ひび割れが床のコンクリートの厚みに対して、貫通している可能性がある。 

4. 

柱、壁、梁のひび割れについては、内装が完全に施工されており、今回、内

部の実際の状況は見る事ができなかった。 

ただ、実際の調査の時には天井点検口等から目視調査で確認し、その状況によ

って必要であれば、了解を頂いた上で、一部内装を撤去し、正確な調査をして

みたい。 

 

 

5. 

柱の「コンクリートのコア抜きサンプルの強度検査結果」を拝見しましたが、

設計強度に対して、50～60％程しか強度が出ていなかった。 

サンプルの採り方や、調査方法が現時点では不明なので、結論づけたことは言

えないが、もし事実であれば「床」や「柱」という、いわゆる主要構造部の躯

体の強度が、そうだということで、かなり問題である。 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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6. 

梁間間隔（スパン）が 20ｍあると、（先に述べたが、東西（南北？）のそれぞ

れの外壁面についている柱どおしの間隔が 20ｍあるということ）そのスパンに

対して、その中間に 2 ヶ所小さなサイズで H 形鉄骨鋼の「間柱」がある。 

この柱は H 形鋼の為、方向性もあるので、その強度負担については、構造検

討の中で、確認してみたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B, 調査する項目について⋯  

 

 

1. 

まず、設計図書と実際の建物との整合性(普通は合致して当然なのだが、往々

にして、設計図と竣工した建物とは、実際には違うことがよくある) を確認す

る。 

又、ヒルティー検査機によって、鉄筋コンクリート内部の鉄筋の直径、間隔、

組み込み方法等を超音波探傷検査（非破壊検査）で、目視確認できる部分の状

況と、設計図書との整合性を確認する。 

 

 

2. 

整合性が確認できた設計図をもとに、構造解析を行い、現状の建物の耐震性、

あるいは脆弱部分を確認する。同時に現行建築基準法（新耐震構造設計基準）

に照らし合わせて、耐震強度の評価を、数字的に示すことができる。（Is 値） 

 

 

 

写真が入ります 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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3. 

各所でコンクリートコアーのサンプルを抜き取り、実際のコンクリート強度、

経年劣化状況、鉄筋の有無とその位置、かぶり厚工、等々を調査する。 

 

 

4. 

各所でヒルティー検査を行い、特に「主要構造部のコンクリート」の内部に

あるであろう鉄筋の状況を調査する。 

 

     

ヒルティ検査               コア抜き検査 

 

 

5. 

梁を構成する鉄骨部材については、目視検査のうえ、施工の状況の傾向を把

握し、必要であれば外観溶接検査、UT 検査（超音波探傷検査）を行い、鉄骨の

組み込み状況、溶接状況を確認する。 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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C. 調査結果について 

 

1. 

検査してから、約 2～3 週間後に報告書のかたちで結果をご提出し、ご説明に

伺います。 

 

2． 

その結果をもとに、適正な耐震強度を確保すべく、補強計画をプレゼンテー

ションさせて頂きます。 

 

3. 

上記 2 の補強を行う事により、補強効果を Before→After の形で、数値的に

示します。 

 

4. 

上記 2 に対する補強見積りを提出致します。 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 



 8 

 

D. 対策としては 

 

調査によって、耐震強度が基準に満たなかった場合は、下記のような補強方法

が考えられます。 

 

a. 床コンクリートスラブのひび割れについて 

 

① 床を支える小梁（鉄骨梁）をさらに細かく入れて、床を支える面積を小さ

くしてあげることにより、床にかかる負荷を減らすことができます。 

② 床のひび割れについては、エポキシ樹脂注入によって接着させます。 

 

 

b. 柱間隔（スパン）が飛びすぎていることによる対策 

 

大地震的には、柱と梁の仕口部分（接合部分）がダメージを受けることによ

るので、その仕口部分（接合部分）を補強することになります。 

 

 

c. コンクリート強度不足について⋯ 

  

鉄板補強、鉄骨補強等によって、不足分を補います。 

 

 

d. 耐震性確保について 

 

柱、梁に囲まれたスペースについて、鉄骨材により垂直ブレース、または水

平ブレース（筋かいにあたるもの）を架構することにより、地震力に対して

対抗します。 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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E. まとめ 

 

A～D まで、弊社耐震チームの所見を述べさせて頂きましたたが、Is 値（※1）

を算出すると、かなり基準を下回ると思われます。 

 

建物の耐震性を評価するものとして「4 つの項目」があるので、下記に示します。 

 

① 耐震設計法の運用時の差（旧耐震 or 新耐震） 

建築された当時の構造設計基準が（当建物の場合、旧耐震設計法であるが）、

現在現行の新耐震設計基準（昭和 56 年 6 月以降）でないので、そもそも、

構造設計時において、目減りがある。 

 

② 経年劣化による耐力減 

コンクリートの中性化、鉄筋の腐食、鉄骨の錆 等による「経年劣化」によ

るもの。 

 

③ 施工不良による耐力減 

コンクリートの強度不足、鉄筋のかぶり不足、鉄骨の溶接不良、施工基準に

従っていない施工 etc⋯ 

 

④ お客様の事情による耐力減 

工場内のレイアウトのために、建物の構造の一部を撤去（例えば、ブレース

〈筋かい〉を取ってしまった。耐震壁を抜いてしまった etc⋯） 

 

以上、上記の「4項目」による評価を総合的に判断して、判定するものとなりま

す。 

 

尚、補強工事については、工場の稼動を停めることなく行う事ができます。 

 

それについては、改めて施工計画等のプレゼンテーションをさせて頂きます。 

 

 

平成○年○月○日 

㈱ヨシザワ建築構造設計 

耐震診断チーム 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 
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F. 各種費用について（概算） 

 

① 設計図書の確認、構造図、構造計算書の確認及び 

現建物とのすり合わせ調査、実測、Is 値の確認、技術的資料、報告書の作成 

 

一式 ￥○○，○○○-（税別） 

 

 

② 検査費用 

コンクリートコア抜き、強度確認検査、中性化による劣化検査、ヒルティー

による鉄筋探査、鉄骨の目視検査、（場合によっては、溶接の超音波探傷検

査）等々の検査費用 

 

一式 ¥○○，○○○-（税別） 

 

 

③ 補強工事費用 

この費用については、建物調査後、調査結果報告の内容によって、すみやか

に提出いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成○年○月○日 

㈱ヨシザワ建築構造設計 

耐震診断チーム 

 

 

 

 

Sample 
詳しくは、お問い合わせください。 


